
５ 令和元年 10 月 1 日　広報ふっさ　No.1032 市役所は祝日の土曜日を除き、一部の部署で毎週土曜日開庁しています 

　市では、第 3 期福生市バリアフリー推進計画

に基づき、「市民が互いを尊重し、ルールやマ

ナーを守りながら、自由に行動し、かつ、活動

できるまち」を目指し、4つの柱でバリアフリー

を推進しています。

①施設のバリアフリー
　道路、公園、建築物等の市の公共施設や鉄道

駅について、バリアフリー化やユニバーサルデ

ザインに取り組んでいます。

②心のバリアフリー
　すべての人の人権を尊重したうえで、互いを

理解し、安心して社会と関わることができるま

ちを目指しています。

③情報のバリアフリー
　誰もが情報を適切に受け取れるよう、発信手

段に配慮した取り組みを進めています。

④施策のバリアフリー
　誰もが参加・利用できる施策や事業の実施を

目指しています。

【平成 30年度バリアフリー関連事業の主な取り組
み】
●福生駅東口公衆便所の和式便器を洋式便器に

変更するとともに、車いすの方やお子さん連れ

の方が利用しやすいスペースを設けました。

●視覚障害等で、墨字資料を読むことが困難な

方に、ボランティアの協力を得て、対面音訳事業

を実施しました。

●民生委員制度100周年を契機とした、民生委員

による事業協力の結果、

災害時要援護者（避難

行動支援希望者）登録

事業と、救急医療情報

キット配布事業の登録

者数が大幅に増加しま

した。

※その他、取り組みや詳細については、市ホーム

ページに掲載しています。

〈個人の方へ〉
　道路や点字ブロック上への自転車や物品、看

板等の路上放置をなくし、通行の妨げとならな

いようにしましょう。また、植栽等は歩道には

み出さないよう、適切な管理にご協力ください。

〈事業者の方へ〉
　不特定多数が利用する民間の事業所や店舗等

の新設・改修には、都条例によりバリアフリー

整備の努力義務が課されています。

　誰もが利用しやすい施設の整備に、ぜひご協

力ください。

【問合せ】社会福祉課福祉総務係☎ 551・

1522

「バリアフリー」
～ルールやマナーを守って、誰もが暮らしやすいまちへ～

▲民生委員が訪問し、制度を紹介

　お子さんの誕生を希望するご夫婦

の約 5 組に 1 組が不妊の検査や治療

を受けていると言われています。体

外受精や顕微授精などの「特定不妊

治療」は、医療保険が適用されず、

高額な医療費がかかります。

　そのため、市では経済的負担を軽

減するため、4 月から「特定不妊治

療費助成」を実施しています。

【助成対象者】次の要件をすべて満た

す方

・平成 31 年 4 月 1 日以降に東京都特

定不妊治療費助成事業の決定を受け

ている方

・都の特定不妊治療費助成事業の申

請をした日から引き続き夫婦で市内

に住所を有し、市税の滞納がない方

・他の区市町村から同種の助成金を

受けていない方

【助成上限額】

・特定不妊治療費（医療保険外分）

から都の助成額を差し引いた額につ

いて次の額とします。

【問合せ】保健センター☎ 552・0061

「特定不妊治療費助成事業」を実施しています
～一人ひとりに寄り添う支援～

区分 助成上限額

特定不妊治療費 7万円

男性不妊治療費（※） 5万円

※特定不妊治療の一環として行われ

る、精巣内精子生検採取法等
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介
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集
い
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介
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。
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す
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介
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介
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。

　

介
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。
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介
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。
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介
護
保
険
証
の
要

介
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介
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介
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感
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感
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ょ
う
。
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セ
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室
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人
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西
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２
２
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）
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・
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午

前
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分
～
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分
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～
ひ
と
り
で
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ま
ず
、
ま
ず
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を
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「
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ご
と
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」

　

日
常
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
ご
と
に
つ
い
て
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
相
談
に
応
じ
、
問
題

解
決
に
努
め
、
安
心
し
た
生
活
が

送
れ
る
よ
う
実
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し
て
い
ま
す
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９
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が
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き
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ご
自
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ひ
き
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も
り
に
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い
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え
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か
。
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ま
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よ
っ
て
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的
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狭
ま
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期
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わ
た
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て
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い

る
状
態
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に
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う
る
こ
と
で
、
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別
な

こ
と
で
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あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
回
復
に
は
時
間
と

周
囲
の
理
解
と
サ
ポ
ー
ト
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
医
療
の
助
け

が
必
要
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
東
京
都
の
ひ
き
こ

も
り
相
談
窓
口
「
ひ
き
こ
も
り

サ
ポ
ー
ト
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ッ
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」
に
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く
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（
相
談
は
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用
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伴
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な
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す
）。

〈
訪
問
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こ
も
り
の

問
題
を
抱
え
て
い
る
ご
家
族
を

訪
問
し
、
相
談
に
応
じ
ま
す（
内

容
に
よ
り
、
訪
問
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
）。

【
対
象
】
６
か
月
以
上
ひ
き
こ

も
り
の
状
態
に
あ
る
、
義
務
教

育
終
了
後
の
15
歳
以
上
の
方

【
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☎
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・

０
０
６
１
へ
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〈
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話
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☎
０
１
２
０
・
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・

５
２
８
※
月
～
金
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日
午

前
10
時
～
午
後
5
時
（
年
末
年

始
・

祝
日
を
除
く
）

〈
携
帯
メ
ー
ル
相
談
〉
次
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
か
ら
、
利

用
者
登
録
が
必
要
で
す
。h
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:
/
/
w
w
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k
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k
o
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/

（
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時
間
受
付
）

※
返
信
に
は
10
日
程
度
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

の推進にご協力を

【
申
込
み
】
介
護
福
祉
課
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
☎
551
・

１
５
３
７
へ
。


